
は
じ
め
に

「N
othing about U

s, W
ithout U

s

＝

私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な
い

で
」、
こ
れ
は
障
害
者
権
利
条
約
（
以
下
、

権
利
条
約
）
が
生
ま
れ
る
過
程
で
、
国
連
の

議
場
で
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
フ
レ
ー

ズ
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
実
験
的
と
は
言
え
、

こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
日
本
で
も
実
を
結
び
つ
つ

あ
る
。
２
０
１
０
年
１
月
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議（
以
下
、

推
進
会
議
）
な
ら
び
に
そ
の
関
連
部
会
の
動

き
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
誌
編
集
部
は
、
本
号
の
特
集
で
あ
る

「
政
策
へ
の
障
害
当
事
者
の
参
画
」
に
ち
な

ん
で
推
進
会
議
な
ら
び
に
こ
の
下
に
置
か
れ

て
い
る
総
合
福
祉
部
会
の
構
成
員
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要

を
紹
介
す
る
。
な
お
、
推
進
会
議
な
ら
び
に

総
合
福
祉
部
会
は
現
在
も
進
行
中
で
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
全
体
が
中
間
的
な
意
向
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

１	

推
進
会
議
な
ら
び
に
総
合
福
祉
部
会

の
特
徴

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長

は
内
閣
総
理
大
臣
）
の
下
に
設
置
さ
れ
た
推

進
会
議
は
、
そ
の
下
に
設
置
さ
れ
た
総
合
福

祉
部
会
と
合
わ
せ
て
（
も
う
一
つ
の
部
会
と

し
て
差
別
禁
止
部
会
が
あ
る
が
、
後
発
と
い

う
こ
と
も
あ
り
本
稿
で
は
省
く
）、
国
家
行

政
組
織
法
に
基
づ
く
正
式
な
審
議
体
で
あ
る
。

し
か
し
、
既
存
の
審
議
会
と
は
イ
メ
ー
ジ
を

一
変
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
一
言
で
言
え
ば

官
僚
主
導
か
ら
の
脱
却
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。具

体
的
な
特
徴
点
と
し
て
４
点
を
あ
げ
る
。

第
１
は
、
構
成
員
の
バ
ラ
ン
ス
が
名
実
と
も

に
当
事
者
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
の
当
事
者
と
は
障
害
者
本
人

に
加
え
て
家
族
を
含
む
者
と
す
る
。
推
進
会

議
に
お
い
て
は
、
26
人
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２

人
を
含
め
て
）
の
う
ち
、
当
事
者
が
15
人

（
57
％
）
で
、
総
合
福
祉
部
会
に
つ
い
て
は

構
成
員
の
総
数
55
人
に
対
し
て
、
当
事
者
は

26
人
（
47
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

推
進
会
議
構
成
員
・
総
合
福
祉
部
会
構
成
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

グラフ１　推進会議構成員（26人）の内訳
　　　　　（オブザーバー２人を含む）

障害当事者	 （１２人）

家族	 （ ３ 人）

学識経験者	 （ ７ 人）

自治体関係者	（ ２ 人）

その他	 （ ２ 人）

（注）複数回答者は、優先順位を、障
害当事者、家族、学識経験者、自治体
関係者、その他、として、上位を選ぶ
こととした。なお、無回答者について
は、編集部で前記に沿って分類した。

46%

8%

8%

27%

11%
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政策への障害当事者の参画

第
２
は
、
障
害
を
有
す
る
構
成
員
へ
の
配

慮
や
工
夫
で
あ
る
。「
合
理
的
配
慮
」
の
実

践
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
聴
覚
障

害
、
視
覚
障
害
、
精
神
障
害
、
知
的
障
害
、

運
動
機
能
障
害
な
ど
に
応
じ
て
、
人
的
支
援

策
を
中
心
に
個
々
に
応
じ
た
支
援
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

第
３
は
、
肝
心
の
審
議
そ
の
も
の
が
実
質

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
推
進

会
議
で
言
え
ば
、
２
０
１
０
年
だ
け
を
見
て

も
開
催
回
数
は
29
回
、
１
回
あ
た
り
の
審
議

時
間
が
４
時
間
で
（
休
憩
を
含
め
て
）、
同

じ
く
総
合
福
祉
部
会
に
つ
い
て
も
１
回
あ
た

り
の
審
議
時
間
が
４
時
間
、
加
え
て
論
議
の

実
質
化
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
分
科
会
方
式

（
作
業
部
会
の
設
置
と
い
う
形
で
）
を
取
る

な
ど
、
全
体
と
し
て
丁
寧
さ
が
目
立
つ
。

第
４
は
、
情
報
公
開
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
審
議
日
当
日
の
傍
聴
は
も
と

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
（
オ
ン
デ
マ

ン
ド
方
式
：
一
定
期
間
は
自
由
な
時
間
帯
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
）
や
Ｃ
Ｓ
テ
レ
ビ
に
よ

る
生
中
継
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

２	

推
進
会
議
構
成
員
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
は
昨
年
11
月
７
日
か
ら
12
月

７
日
に
か
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、
推
進
会

議
構
成
員
26
人
の
う
ち
22
人
（
85
％
）
か
ら
、

総
合
福
祉
部
会
構
成
員
55
人
の
う
ち
44
人

（
80
％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。
調
査
は
三
択

方
式
に
よ
る
簡
易
な
も
の
で
（
別
に
自
由
記

入
欄
を
設
け
て
い
る
）、
推
進
会
議
構
成
員

に
対
し
て
は
大
き
く
６
つ
の
観
点
で
の
設
問

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
推
進
会
議
構
成
員

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
同
類
の
調
査
を
中
央
障
害
者
施
策
推
進

協
議
会
（
以
下
、
中
央
協
議
会
）
に
実
施
し

た
こ
と
が
あ
り
（
本
誌
２
０
０
９
年
７
月
号

で
詳
報
）、
一
部
こ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
に

す
る
。
以
下
、
６
つ
の
観
点
に
沿
っ
て
結
果

を
略
述
す
る
。

⑴
推
進
会
議
関
連

第
１
は
、「
推
進
会
議
の
存
在
に
つ
い
て
」

で
あ
る
が
、「
重
要
だ
と
思
う
」
と
回
答
し

た
者
が
全
員
の
22
人
（
１
０
０
％
）
で
あ
っ

た
。
中
央
協
議
会
委
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方

は
、
当
時
の
中
央
協
議
会
の
存
在
に
つ
い
て

「
重
要
だ
と
思
う
」
が
18
人
（
82
％
）、「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
３
人
（
14
％
）、「
あ

ま
り
重
要
と
は
思
え
な
い
」
１
人
（
４
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
央
協
議
会
委
員

か
ら
は
、「
政
策
の
発
展
に
貢
献
で
き
て
い

る
」
５
人
（
23
％
）、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
７
人
（
32
％
）、「
あ
ま
り
貢
献
で
き
て

い
な
い
」
10
人
（
45
％
）
と
、
こ
ち
ら
の
方

は
否
定
的
な
見
解
が
肯
定
的
な
見
解
の
２
倍

に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
み
れ
ば
、

中
央
協
議
会
の
時
代
は
、
そ
の
存
在
を
重
視

し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
不
満
が
多
い
こ
と

が
う
か
が
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
推
進
会
議
に
つ
い
て
は
、

他
項
目
を
合
わ
せ
み
る
と
、
存
在
の
重
視
だ

け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
審
議
機
能
面
や
関

グラフ２　総合福祉部会構成員（55人）の内訳

障害当事者	 （１６人）

家族	 （１０人）

事業者	 （１６人）

学識経験者	 （ ８ 人）

自治体関係者	（ ３ 人）

その他	 （ ２ 人）

（注）「その他」の回答者は、記入いた
だいた分野等により、再分類した。複
数回答者は、優先順位を、障害当事者、
家族、事業者、学識経験者、自治体関
係者、その他、として、上位を選ぶこ
ととした。なお、無回答者については、
編集部で前記に沿って分類した。
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